
今井鎮雄先生お別れ会 前面の菊は今井

先生が愛された余島のイメージを描いた

もの 

 

復興とは町にビルや道路が再建されるこ

とではなく、支えあう心ではないだろう

か。被災地から遠く離れたものにとって

は何か遠い昔のように思えてしまう。

今、私たちにできることは限られている

が、苦しみの中にある人たちのことを考

え寄り添うこと。寄り添う気持ちこそイ

エスキリストが示された愛ではないだろ

うか。 
 

 話は変わるが、2014年11月3日に永眠さ

れた神戸YMCAの顧問の今井鎮雄先生の

お別れ会が2月8日に神戸ポートピアホテ

ルで行われ、ＹＭＣＡやロータリークラ

ブをはじめ県や大学、福祉関係等1100名

を超える人たちが集まった。生前の今井

鎮雄先生のエピソードが紹介された。20

年前に阪神大震災が起こった時、今井先

生は被災した子どもたちが少しでも安心

して暮らせる環境を作ろう。子育てに苦

労を余儀なくされた家族のために「子ど

もの家」を作ろう。下宿を失った海外か

   行って、あなたも同じようにし

なさい。 

ルカによる福音書10章32節 

 
東日本大震災から4年、阪神大震災から20年 

 

2011年3月11日、午前中に姫路ＹＭＣＡ

日本語学校の卒業式を終え、中国人生徒

が東京の大学に入学するため、アパート

を引き払い、その確認のため車で移動中

であった。「関東で地震があり東京の交

通が混乱している」とのニュースが流れ

た。生徒のところに着いて、今日は交通

が混乱しているので東京行きはやめたほ

うがよいと伝えた後、家に帰ってテレビ

を見ると本当に凄いことになっていた。

まるで怪獣映画のシーンのように、津波

が押し寄せ、家や車が流され、ビルが倒

壊し、信じられないようなシーンが目に

飛び込んできた。 

その後、福島原発の事故が発生して、

日本語学校の生徒から、まだ1年間の就学

期間があるのに、日本を離れて帰ってこ

いと言われたと報告あった。外国では、

日本のいたるところで、放射能汚染が進

んでいるとの情報が流れていることが分

かった。 

震災からしばらくして死亡者や行方不

明者の捜索や原発の対応策等が報道さ

れ、多くの命が失われ惨状を目の当たり

にして、多くの方が力になりたいと感じ

られたのではないだろうか。 

ある人が、「神も仏もない！」と言った

ことが今も頭に残っている。あの日か

ら、4年、人々の心の中には今も多くの悲

しみと悩みが渦巻いている。災害は人に

心の傷を残す。 
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4月の予定 
4月 4日(土)  ワイズメンズクラブ 

         瀬戸山陰部評議会  

           於：あわくら荘  

4月11日(土)  春の親子体験野外活動! 

4月12日(日） 広峰山清掃 姫路Ｇﾜｲｽﾞ 

4月25日(日） 野外活動クラブ4月活動 

4月29日(祝） 岡山ワイズ・姫路ワイズ 

      ユースリーダー交流会 

5月 3日(日)   里山春の味覚・ 

            クッキングフェスティバル 

姫路YMCA聖句 「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。」 ローマ信徒への手紙12章15節 

発行人；ＮＰＯ法人姫路ＹＭＣＡ 発行所；揖保郡太子町原白毛山921 ℡079(277）1872  URL  http://www/himeji-ymca.org 

らの留学生が日本に留まって勉学を続けら

れるように「フレンドシップハウス」を建

設しよう。彼らが自立することができるよ

うお手伝いしようと語られ、自らのこぎり

を引きハンマーを手に行動されたことが紹

介された。また福祉をテーマにした座談会

では「福祉文化とは、ある個人が最も豊か

に生きることが出来るように、それを応援

する文化だと思います。」「世界のすべて

の人が豊かにならなければ私たちも豊かに

なれない」と述べられたことが紹介され

た。 

今井先生は1953年に日本で初めての肢体不

自由児キャンプを実施されました。このこ

とをして、以降ずっと今井先生が身をもっ

て示された生き方だと思います。今井先生

の生き方は冒頭の聖書の箇所に登場する善

きサマリア人そのものではなかったかと感

じる次第です。 

「行って、あなたも同じようにしなさ

い。」と語りかけている今井鎮雄先生が浮

かびます。 

 3月は別れ4月は新しき出会いの月です。

新しい年度に入り、心機一転 

それぞれの目標に向かっていきましょう！

よい年になりますように！ 

      浅田せいあさん作品 

              4年間ＹＭＣＡの活動に参加して   長尾悠生 
 ぼくはＹＭＣＡに、小学3年生から参加して4年間お世話になりました。ＹＭＣＡではとてもいろ

んなことを学ぶことが出来たと思います。その中でも特に学んだことが二つあります。まず一つ、

友情です。ＹＭＣＡではみんなと協力して何かをやることが多いです。そこで、ぼくは学校とはま

た違う多くの友達を作ることが出来ました。二つ目は、自主性です。ＹＭＣＡは自分たちで何かを

することが多いために、自主性を身に付けることが出来ます。そのおかげで、家やその他のところ

で、自分の考えで何かを決めたり、

やったりすることが増えました。 

 他にもＹＭＣＡではリーダーさん

に遊んでもらえてうれしかったの

で、ぼくも年下の子どもたちには優

しくしようと思えました。ＹＭＣＡ

に行くことが出来て良かったです。

ありがとうございました。 

http://www/himeji-ymca.org


  2月14 日～25 日 万場スキーキャンプ 
         

                1回生 渡部知花(クロワッサン) 

  

一回生の私にとっては初めてのス

キーキャンプでした。太子キャンプ

場を出ての泊まりのキャンプはした

ことが無かったので、最初は分から

ないことだらけでとても不安だった

し、緊 張 も し て い ま し た。こ の

YMCA のキャンプで経験してきたこ

とをどこでどう生かしていけばいい

のかと考えていて気付いたのが、ど

うしたらいいか分からないときは、素直に子どもたちに「リー

ダーも分からないから、一緒に考えよう」と言ってみることでし

た。私にとってこの一言はとても勇気のいる言葉でした。また、

少しでも分からないことがあれば先輩方に質問していくことで学

ぼうと思い、「聞く」ことを大切にしました。そのおかげで部屋で

はルールを決めたり、布団を敷いたり、掃除をしたり。バスでは

いろんな歌をうたったり、ゲームをしたり、みんなでお話したり

と、たくさんのことが学べたし、すごく楽しかったです。今はま

だ先輩方の真似をしていますが、それをだんだんと自分のものに

していきたいです。 

 スキーでは、私はグループに入って一緒にスキーをするとい

うよりも、どのグループにも入らず、グループごとに写真を撮っ

たり、みんなの靴を並べたりする形でした。なので、全部のグ

ループを見ることが出来ました。レベルの違いによって教え方も

全然違っていて、とても勉強になりました。そしてどのグループ

もみんな笑っていて、楽しそうでした。私が三、四回生になった

ときには、今の先輩方のように出来るかと考えると、とても不安

です。だから、たくさん経験していき、楽しみながらスキーが出

来るようになりたいです。 

 このスキーキャンプを通して、初めてのことだらけだった

分、たくさんのことが学べたし、とても良い経験になりました。 

そして私自身、良い思い出になったし、本当に楽しかったです。

また来年もこのような機会があれば、ぜひ行きたいです。この

キャンプに参加していた全員に「ありがとう」を伝えたいです。 

 Y M C A   〒671 - 1502   揖保郡太子町 原 白毛山921  
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 姫路ＹＭＣＡリーダー活動に参加して 

      2回生  三村菜仁（ムーミン）リーダー  

      

 私はこの姫路YMCA でのリーダー活動を通し、様々な出会

いと経験をしてきました。たくさんの数あるキャンプです

が、その数の分学びもある。けして同じキャンプなんてあり

ません。子どもは遊びの天才であり、何気ないことでも子ど

もにかかると面白い遊びになります。リーダーでは発見でき

ないものが子どもには見える。子どもから学ぶことがたくさ

んあり、とても勉強になっています。また、活動中に「～で

きたよ！」と嬉しそうに報告をしてくれ、キャンプという短

い期間にも成長しているのだなと実感できます。そのことに

関われることをとても嬉しく思います。子どもたちだけでな

く自分自身も、子どもたちと接していて、今までよりも自分

らしく子ども達とコミュニケーションがとれるようになった

なと思いました。また、子どものカウンセラーだけでなくス

タッフやチーフという役にも挑戦しました。チーフという

キャンプを動かす役目は想像していたよりも難しく、先輩や

後輩たちに助けてもらうばかりです。考えても考えても答え

がでないことは人間よくあることです。キャンプ中は、考え

過ぎず楽しむ！笑顔！を大切にしています。キャンプ全体を

把握したり、時間などを見たりなど大変だったけど、カウン

セラーのリーダーにはない、様々な見方ができ、とても勉強

になりました。様々な体験を通し、楽しみながら子どもたち

と共に自分も成長し、充実した日々をこれからも過ごしてい

けたらいいなと思っています。４回生が卒業して不安な気持

ちもありますが、その分私たち２回生が責任感を常にもち、

活動を進めていく必要があります。経験を積み重ね、自分ら

しく、子どもの成長に繋がる

リーダーを目指していきたいと

思っています。普段の生活では

味わうことのできない、 経験

することのできないたくさんの

「楽しい世界」「新しい世界」

に子どもたちと一緒に味わって

いきたいと思います。 

 

飯間 由美（ノドアメ） 

桐月 美樹（ミルキー） 

下森 千歌（ゲモリン） 

濱口 真三子 (プッチョ） 

堀尾 陽菜（サクランボ ）      

眞殿 亜衣（ ジェニー ） 

    以上6名のリーダー 

 

＊4年間のリーダー活動ご苦

労様でした。社会に出てか

らもＹＭＣＡで培った力を

活かしてください！ 

 ４年間の活動を通して様々な
経験をさせて頂きました。同期や

後輩、スタッフやワイズの方々の

支えがあったからここまでやって

これました。姫路ＹＭＣＡでメン

バーをはじめたくさんの方々に出

会えて本当に良かったと、今は 

感謝の気持ちでいっぱいです。 

本当にありがとうございました。  

 

                   卒業リーダー一同 

里山春の味覚・クッキングフェスティバル 

おいしいピザづくり!!家族で春をおいしく感じよう!! 
5月3日（日）10 ：00 ～16 ：00   場所太子キャンプ場 

参加費用 大人  2,000 円 子ども 1,000 円 
     当日集めます。（3歳以下は無料） 

申し込み  参加される方のお名前、ご住所・電話番号・生年月日を

ご記入の上、太子キャンプ場へFAX)していただくか下記メールアド

レスにご連絡下さい。 E- mail myasugi@himejiymca.org  

2014 年度       募  金  報  告 
  本年度もYMCA の募金に御協力いただきありがとう

ございました。  前年度よりの繰越金と合わせて以下の

金額を3月31 日に   日本YMCA 同盟へ振込みましたこ

とをご報告申し上げます  

 ①東日本大震災YMCA 青少年救援・復興募金へ  

                                                       108,783 円 

  ②東日本大震災被災YMCA 支援募金へ  

                                                         26,400 円 

  ③国際協力募金へ                            101,237 円  

       合       計                                  236,420 円 

http://www.himeji-ymca.org/
mailto:myasugi@himejiymca.org

